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	学会名称：第122回日本皮膚科学会総会
	会　　期：2023年6月1日（木）～6月4日（日）
	会　　場：パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）
	会　　頭：東京大学医学部　皮膚科学教室　教授　佐藤 伸一先生
	アデランスはトータルヘアソリューションにおけるリーディング企業の使命として、経営理念の一つである「最高の商品」の開発および毛髪関連業界の発展を目指し、機能性人工毛髪や医療向ウイッグの研究開発、育毛・ヘアスカルプケア関連研究、抗がん剤脱毛抑制研究など、産学連携でも毛髪関連の研究を積極的に取り組んでおります。
	その産学共同研究の成果を国内外の学会を通じて発信し、また、世界の研究者に研究成果を発表いただくことは、毛髪界の更なる進展となり、ひいては多くの方の髪の悩みの解消に寄与し、当社のCSR（企業の社会的責任）であると考えております。

